
国立教育政策研究所 令和４年度教育研究公開シンポジウム

学力アセスメントの
動向と展望

～CBT化に向けて～

令和４年11月30日（水）15:00～17:00
オンライン開催



学知：学習科学，教育測定，教科教育，データサイエンス 等

経験知：学校現場での実践経験，実証データ

研究の
知的基盤
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「学力アセスメントの在り方に関する調査研究」の骨子

☆基礎的な情報収集・分析（現況，先行事例，技術動向 等）

☆調査問題の作成の枠組み

☆調査結果の分析の枠組み

☆公的アセスメントの将来像

プロジェクトの
アウトプット

CBTの国際動向
への対応

GIGAスクール構想の推進
「個別最適」の達成

新学習指導要領の目標実現
次期改訂への備え

etc.社会的要請

全国学力・学習状況調査のCBT化
［短・中期］

関連施策の総合的見直しの検討
［中・長期］

PDCA，EBPM
の十全な稼働

国

自治体

学校

学力アセスメントの在り方の見直し

Society 5.0
＜研究期間：令和３年度～令和５年度＞



「学力アセスメントの在り方に関する調査研究」の研究体制

現況分析班 作問・結果分析班総括班 測定技術班

学力調査等の結果を
踏まえた分析・総括

CBT移行を展望した作
問・結果分析枠組みの
在り方の検討

IRTを用いた学力調
査の在り方の検討

学力アセスメント
の改善充実に向け
た総括

令和4年11月現在

事 務 局

研究代表者：大金 伸光教育課程研究センター長
副代表者：大野 彰子教育データサイエンスセンター長

班長：銀島文総括研究官 班長：長尾篤志フェロー 班長：白水始総括研究官 班長：袰岩晶総括研究官

公的な学力アセスメン
トや教育データ分析・
研究の将来像の検討

班長：大野彰子 EDSCセンター長

所内研究官・学力調査官、所外研究者により構成

データサイエンス班



シンポジウムの趣旨

【シンポジウムの趣旨】

ＧＩＧＡスクール構想やＣＢＴによる学力

調査が国際的な標準となりつつある中で、プ

ロジェクト研究「学力アセスメントの在り方

に関する調査研究」で得られた知見を踏まえ

ながら、国内外の公的な学力調査のＣＢＴ化

をめぐる動向を中心に、学力アセスメントの

発展の可能性について考える機会とする。

※CBT（Computer Based Testing）

コンピュータ使用型調査



◇講演◇

公的な学力アセスメントをめぐる
国際動向について

① PISAの進化について：特にCBT化の観点から

②米国の公的な学力アセスメントについて

第一部 15：10～16：00

◇基調講演◇

学力アセスメントの展望と課題
全国学力・学習状況調査のCBT化を契機に



第二部 16：05～17：00

◇パネルディスカッション◇

これからの学力アセスメント

ーCBT化に向けて


